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　Abstract

Adult post-metamorphosis females of the lernaeid 
copepod Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758 were 
found to infect the freshwater goby, Rhinogobius sp. 
OR, in June 2018 in a pond of the Nakagawa Aquatic 
Park at Sarado, Nakagawa, Tochigi Prefecture, central 
Honshu, Japan. This represents a new host record for L. 
cyprinacea and its first record from the prefecture. 
Two (8.3%) of the 24 gobies examined harbored 
individually one and two females of L. cyprinacea. 
The pond is connected with the nearby Nakagawa 
River, and it is highly probable that L. cyprinacea 
invaded the pond as its free-living larvae and/or as 
adults infecting wild fishes from the river.

　はじめに

イカリムシ Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758は

淡水魚に寄生するカイアシ類の 1種である

（Kabata, 1979）．その分布域は広く，ヨーロッパ，

アフリカ，インド，東南アジア，極東アジア，北

アメリカから記録され（Kabata, 1979），近年はオ

セアニアや南アメリカからも報告されている（例

えば Hassan et al., 2008；Plaul et al., 2010）．

イカリムシは，わが国では 1915年に報告され

て以来（石井 , 1915），数多くの淡水魚から記録

されている．日本産イカリムシの出版記録を整理

した Nagasawa et al. (2007)によれば，2007年まで

にイカリムシは 10目 17科 33–34種・亜種の淡水

魚から報告され，両生類のウシガエル（オタマジャ

クシ）Lithobates catesbeiana (Shaw, 1802)やアカ

ハライモリ Cynops pyrrhogaster (Boie, 1826)に寄

生した例もある．イカリムシはその後も日本産淡

水魚から見出され，以下の 11種・亜種がわが国

の宿主として追加されている：コイ目コイ科のタ

イリクバラタナゴRhodeus ocellatus ocellatus (Kner, 

1866)（Nagasawa and Torii, 2014）， ム ギ ツ ク

Pungtungia herzi Herzenstein, 1892（長澤・新田 , 

2014），カマツカ Pseudogobio esocinus (Temminck 

and Schlegel, 1846)（好峯ほか，2015），イトモロ

コ Squalidus gracilis gracilis (Temminck and 

Schlegel, 1846)（長澤ほか，2017）；サケ目アユ科

の リ ュ ウ キ ュ ウ ア ユ Plecoglossus altivelis 

ryukyuensis Nishida, 1988（嶋津，2016）；ボラ目

ボラ科のボラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus, 

1758（好峯ほか，2015, 2017）；カダヤシ目カダヤ

シ科のグッピー Poecilia reticulata Peters, 1859

（Uyeno et al., 2011），カダヤシ Gambusia affinis 

(Baird and Girard, 1853)（Nagasawa and Torii, 

2014）；スズキ目ハゼ科のクロヨシノボリ

Rhinogobius brunneus (Temminck and Schlegel, 1845)

（Uyeno et al., 2011［Rhinogobius sp. DAと記述］），

トウカイヨシノボリ Rhinogobius telma Suzuki, 

Kimura and Shibukawa, 2017（Nagasawa and Torii, 

2015［Rhinogobius sp. TOと記述］），ゴクラクハ
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ゼ Rhinogobius similis Gill, 1859（好峯ほか，2015, 

2017［前著では Rhinogobius giurinusと記述］）．

このように，イカリムシはわが国では 40種以上

の淡水魚に寄生して宿主範囲は広く，宿主特異性

は厳密ではない．

最近，筆者らは栃木県産トウヨシノボリ

Rhinogobius sp. ORにイカリムシの寄生を認めた．

次節で述べるように，トウヨシノボリの同定には

今後検討すべき課題があるが，これまでに本魚種

からイカリムシの記録はない．そこで，トウヨシ

ノボリを新宿主として報告し，イカリムシの寄生

状況を述べる．また，本論文はイカリムシの栃木

県初記録でもある．

　材料と方法

栃木県大田原市にある栃木県なかがわ水遊園

内の大池（面積約 15,000 m2，最大水深約 80 cm）

で 2018年 6月 15–30日にカゴ網を用いてトウヨ

シノボリを採集した．同園にある研究室でイカリ

ムシ寄生魚を写真撮影後，非寄生魚も含めてすべ

ての個体を冷凍標本とした．後日，この標本を静

岡市にある水族寄生虫研究室にて解凍後，個体ご

とに標準体長（SL，mm）を測定し，実体顕微鏡

（Olympus SZX10）を用いてイカリムシの有無を

調べた．イカリムシの寄生を認めた際には，寄生

部位を記録後，宿主内に穿入した体前部を傷つけ

ないよう細心の注意を払って宿主から採取し 70%

エタノール液で固定・保存した．これらの標本は

実体顕微鏡下で観察してイカリムシであることを

確認した後，実体顕微鏡に装着した写真装置を用

いて撮影した．現在，イカリムシ標本は第一著者

のもとにあり，日本産イカリムシの形態学的研究

を行った後に，茨城県つくば市にある国立科学博

物館筑波研究施設の甲殻類コレクションに収蔵さ

れる予定である．

トウヨシノボリの同定と学名に関して，本魚

Fig. 1. Lernaea cyprinacea. A–B, two (arrowheads, A) and one (B) adult females infecting Rhinogobius sp. OR; C, adult female collected, 
lateral view. Scale bars: A, 5 mm; B–C, 2 mm.
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種 は 中 坊（2013） に 基 づ け ば ク ロ ダ ハ ゼ

Rhingogobus kurodai (Tanaka, 1908) に該当する．

しかし，トウヨシノボリには複数の型が知られ，

それらにはクロダハゼに該当しない型も含まれる

こと（鈴木ほか，2017），クロダハゼの既知分布

域が東京都・神奈川県・静岡県に限られること（中

坊，2013；細谷，2015），更には最新の文献に基

づく栃木県産ヨシノボリ属ハゼ類の分類が未検討

であることなどから，今回採集したハゼ類は中坊

（2000）に基づいて同定しトウヨシノボリ

Rhinogobius sp. ORとした．また，本論文では，

同属のゴクラクハゼとトウカイヨシノボリの学名

はそれぞれ Suzuki et al. (2016, 2019)，他魚種の学

名は中坊（2013）に従う．

　結果

2018 年 6 月 15–30 日にクロダハゼを 24 尾

（15.5–32.5 [平均 21.2] mm SL）を採集した．イカ

リムシが寄生していたのは 2尾（26.5 mmと 27.5 

mm SL，寄生率 8.3%）で，それぞれにイカリム

シが 1個体と 2個体寄生していた．イカリムシは

3個体とも宿主の右胸鰭基部から体前部を穿入さ

せ（Fig. 1A–B），体先端が 2個体で宿主腹腔，1

個体で胸鰭基部の筋肉に達していた．寄生してい

たイカリムシはいずれも雌成体で（Fig. 1C），1

個体は卵嚢を有していた．3個体の体長（卵嚢を

含まない）はそれぞれ 5.8，6.0，6.8 mmであった．

　考察

最初に記したように，イカリムシの宿主特異

性は厳密ではなく，わが国では 40種以上の魚類

から報告されている．このうち，ハゼ科魚類では，

本論文の結果も含めて，以下の 7種からイカリム

シが記録されている．それらはエドハゼ

Gymnogobius macrognathos (Bleeker, 1860)（Nakai, 

1927: 40［Chaenogobius macrognathosと記述．但し，

同一報文内容の中井（1927）では単に「はぜ」と

記述］），チチブ Tridentiger obscurus (Temminck 

and Schlegel, 1845)（笠原，1962: 130），ジュズカ

ケ ハ ゼ Gymnogobius castaneus (O’Shaughnessy, 

1875)（Nagasawa et al., 1989［Chaenogobius laevis

と記述］），クロヨシノボリ（Uyeno et al., 2011），

トウカイヨシノボリ（Nagasawa and Torii, 2015），

ゴクラクハゼ（好峯ほか，2015, 2017）およびト

ウヨシノボリ（本論文）である．なお，関連して，

ヨシノボリ属ハゼ類の寄生虫目録（Shimizu and 

Nagasawa, 2018: table 3）が最近出版されたが，イ

カリムシの宿主としてトウカイヨシノボリのみが

掲載され，クロヨシノボリとゴクラクハゼに寄生

したイカリムシに関する情報を欠いている．

わが国におけるイカリムシの地理的分布は，他

の魚類寄生虫に比べかなり明らかになっている

（Nagasawa et al., 2007）．しかし，これまでに栃木

県からイカリムシの記録はなく（Nagasawa et al., 

2015），本論文が栃木県におけるイカリムシの初

記録となる．

本研究で調べたトウヨシノボリは栃木県なか

がわ水遊園内の大池で採集した．この池は水遊園

に隣接する那珂川から取水しており，この河川か

らイカリムシの浮遊幼生や魚類寄生の成体が大池

に入り込んでトウヨシノボリに寄生した可能性が

ある．このため，この水域におけるイカリムシの

宿主範囲を明らかにするために，今後，大池のみ

ならず那珂川産魚類を採集してイカリムシの寄生

状況を調べることが重要である．
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